
肺塞栓症（PE）/深部静脈血栓症（DVT）
　肺塞栓症（Pulmonary embolism：PE）は血栓に
より肺動脈が閉塞する疾患です。主に下肢静脈にで
きた深部静脈血栓症（DVT）が肺動脈に飛ぶことで
肺循環に障害をきたし、重症であれば致死的となり
ます。医療従事者以外には「エコノミークラス症候
群」などの呼び名で認識されていることも多く、最近
は地震などの災害時の車中泊と関連付けて報道され
る機会も増えています。近年はDOAC（Direct Oral 
Anticoagulant）の登場により、専門外の先生方にも
治療しやすくなってきました。しかし、息切れ・呼吸
苦や胸痛、失神など同様の症状を呈する他疾患との鑑
別に難渋することも少なくありません。レントゲンや
心電図では非特異的な所見にとどまることも多く、疑
わなければCT撮影・診断に至らない疾患とも言えま
す。さらには気をつけないと後々問題となるPit fallも
存在します。

PE/DVTをみたら、癌をさがす！
　PE/DVTは過剰な下肢安静（エコノミークラス症
候群や外傷・手術後など）や長期臥床によって生じる
イメージが強いかもしれません。しかしレジストリ研
究から「最大のリスクファクターは悪性腫瘍である」
ことがわかっています１，２。癌の増殖や転移は血液凝
固と密接な関連を持っており、PE/DVT患者さんの
約３割に癌が隠れているとも言われています。逆に担
癌患者さんが癌そのもので亡くなるのは約７割で、残
りの３割は血栓症を含むその他の原因で亡くなるとの
報告もあります。近年は癌の治療が進歩してきている
ことから、癌以外での死亡の割合はさらに大きくなっ
ていると推測されます。つまり、「静脈血栓症を診た
ら癌を探す」「癌を診たら血栓症に気をつける」こと
が非常に大切となっています。（図１）

息切れがつづくなら、慢性血栓塞栓性
肺高血圧症（CTEPH）を疑う！

　PEのあと血栓が器質化して肺動脈内に残存すること
が一部の患者さんでみられます。血栓といえば赤くベト
ベトしたものをイメージしがちですが、器質化血栓は全
くの別物です。図２は外科的に摘出された器質化血栓
ですが、組織のようになっています。図３は肺動脈内を
高解像度のイメージングモダリティで観察したものです。
器質化血栓がクモの巣状に肺動脈内に張りめぐらされ、
血流を妨げています。このように器質化血栓が残存す
ることで肺高血圧に至るのが慢性血栓塞栓性肺高血
圧症（CTEPH：Chronic thromboembolic pulmonary 
hypertension）です。CTEPHの重症度は平均肺動脈圧
（mPAP：mean pulmonary artery pressure）で評価
します。mPAPが30mmHgを超えるCTEPH患者の５年
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肺塞栓症で痛い目に遭わないために…
～肺塞栓外来のお知らせ～
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肺塞栓（CT）の原因精査で見つかった消化管悪性腫瘍

外科的に摘出された器質化血栓



生存率は50％を大きく下回ります（図４）３。一方、適
切に治療されれば生命予後は健常者と遜色ないことか
ら、CTEPHという疾患概念を知っておくことが極めて
重要です。通常のＣＴなどでは発見できないことも多く、
診断には肺血流シンチグラフィが有用です。PE/DVT
の既往がある患者さんが「息切れがする」「病気してか
ら疲れやすい」「もう年かな…」などと仰ったらCTEPH
を思い出して下さい。当院ではCTEPHへのカテーテル
治療も積極的に行っております（図５）４。

肺塞栓外来のお知らせ
　当院では木曜午後に肺塞栓外来を開設しております。
①PE/DVTの診断・治療、適切なフォローアップ
②CTEPHの見逃し予防、治療
③原因不明の呼吸苦精査
などが主な目的ですが、自由にご利用いただければと
考えております。
　【検査だけの依頼】～【フォローアップ含めてあと
全部お願い！】まで柔軟に対応させていただきます。
この領域の疾患は「まず疑うこと」がとても重要です。
ご紹介頂いた患者様が結果的にはPE/DVTとは違う
疾患であることは少しも珍しくありません。迷ったら
お気軽にご紹介下さい。予約が埋まっているときは、
予約なしでもOKです。
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診療のご予約は・・・
病診連携部門あてに「診察・検査FAX予約申込書」をお送り下さい。
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